ポストモダニティの条件　第三回　プレレジュメ　　　　　藤村・真中・堀班

＜第五章＞　近代化

　本章では、マルクスの資本的主義的近代化の理論を参照として、ポストモダニズムへの理解を深めることを目的にしている。

· 貨幣の再解釈、及び補強

・社会的差異をなくし、平等化

→コミュニティを束ねていた諸々の絆や諸関係の解体

・私物化

貨幣自体が人間の貪欲さや欲望の対象となる→個人主義

· 資本主義社会

貨幣＝社会的権力の至高の表現であるゆえに、その権力を統制することで被搾取階級に対する支配的関係を構築

· 社会的分業の断片化
→生産物からの分離(疎外)＝物神崇拝、フェティシズム

　労働力のもたらした価値の実現からも疎外

· 労働の賃金労働への転換

→労働生産物と労働の分離

客観的な労働条件と主観的な労働条件の分離　　　　

資本家は工場や作業場で専制主義、権威のあるヒエラルキーを構築し、労働力と生産物の余剰を利潤として搾取していった。→市場競争の「強制法則」

しかし、資本家によって繰り返される刷新は、不安定を必然的に伴うため資本そのものの循環内部に破壊的な創造が不確実性や不安感をもたらした。

　　　　　　　　　　　　　　　

· 国家による統制

秩序を保つためには資本の循環過程を推進し、さらにそれに付随するはかなさと闘う必要がある。→政治の美学化

· 近代化はこうした一連の資本主義の展開で成り立っていて、またその諸条件は上で述べたように、個人主義、疎外、断片化、はかなさ、刷新、創造的破壊、投機的開発、生産と消費であった。

＜第六章＞「ポスト」モダニズムかポスト「モダニズム」か？

著者は本章で、「模倣と美学的介入を接合する幅広い観点に立つことによって広範囲に及ぶポストモダニズムが理解できる」とし、ポストモダニズムの捉え方について考察を進めている。

· ポストモダニズム自身によるポストモダニズム解釈

ポストモダニズムはモダンの病理をすっかり克服する、意図的で混沌に満ちた運動。

· 著者によるポストモダニズム解釈

・モダニズムの内部には多くの相反する流れが存在していたのであり、ポストモダニストたちがそうしたもののいくつかに響きあっているのはまったく明らかである。

· ポストモダニズムたちは、建築デザインにおけるモダニストたちの偉大な成果を全て引き継いできている

· モダニズムの広大な歴史とポストモダニズムと呼ばれる動向との間には差異以上より多くの連続性がある。

· 著者は、ポストモダニズムを「メタ理論を否定しながら」も、「メタ理論なしで済ませてしまうことは不可能である」とし、「政治の美学化」を指摘した上で、モダニズム、ポストモダニズムいずれにもモダニティと美学的動向を見出せるとしている。

＜議論点＞

五、六章を通して、ハーヴェイは新たな動向とされていたポストモダニズムを、モダニズムとの差異よりもその連続性を強調しており、彼の主張は説得力のあるものである。しかし、その一方でモダニズム、ポストモダニズムが一体何であったか整理できていない部分も多い。そこで、私たちの班は両者の理解を主旨として、過去のグループ研究（ラスベガス、建築の解体など）の見解も交え、なぜポストモダニズムが登場し、広まっていったのか、ということを今一度整理し、その視点を基にポストモダニズムとはどのようなものであったのかについて議論したいと思います。
労働者は機械の「付属品」








